
 

 

 

 

 

 

翔鸞学区の令和４年度の取組をご報告します。 

 

 

 ※新型コロナウイルス感染症の拡大状況等によって、中止又は人数制限等を設けることがあります。ご容赦下さい。 

段ボールベッド、 

間仕切りテント設営を 

見学中！ 

１１月、区役所や消防と連携し、「総合防災訓練」を

実施しました。 

自主防部長と町内会長を対象に、「避難所運営

訓練」と消火器具の取扱説明と起震車で最大震度

６強の地震の揺れを疑似体験していただきました。 

 

皆さんも、来るべき災害に備え、避難行動につ

いて家族で日頃から話すなど、まずは身を守る準

備について考えてみてください。 

『想定浸水深』をご存知ですか？ 
 

※「想定浸水深」とは、大雨により河川が増水・氾濫し、浸

水した場合に想定される浸水深を示したもの。 
 

翔鸞学区の南西、天神川（紙屋川）に接し、洪

水浸水想定区域に含まれているエリアに、想定

浸水深を示したプレートが設置されました。 
 

ハザードマップで、お住まいのエリアを

確認し、いざという時に備えましょう。 

６月、毎年恒例「防災まちあるき」を第３ブロックで

実施しました。 

お住まいの方と一緒にあるき、まちの安全性向上の

ためにできることがないか確認しました。 

第３ブロックってどんな所？ 

大報恩寺（千本釈迦堂）の南東、お寺が多く建つエリアで、車や自転車など、比較的

交通量が多い六軒町通と五辻通がエリアの中心を通っています。 

幅の狭い道や昔ながらのまちなみが残り、公園などの空地が少なく、災害時の防

災拠点の整備が課題です。 

令和５年６月１１日（日） １０ブロックで実施予定です。 

10ブロック以外にお住まいの方も、ぜひご参加ください。 

［過去４年間実施例］ 

平成３０年度 ２ブロック 

平成３１年度 ６ブロック 

令和 ２年度 ８ブロック 

令和 ３年度 ７ブロック 

※１０ブロックは、西紙屋川町 ・ 中紙屋川町 

東紙屋川町 ・ 観音寺門前町 

です。 

避難所運営訓練を 

実施しました！ 

京都市防災 

ポータルサイト 

 
令和５年度”防災まちあるき”は・・・ 

 

ご参加 

ありがとう 

ございます 

毎年ブロックを変えて、 

実施しています 

防災まちあるきを 

実施しました！ 
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